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ボーリング柱状図

調      査      名

事業・工事名

ボーリングNO.

シートNO.

ボーリング名 調査位置 北        緯

発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
代  理  人

コ        ア
鑑  定  者

ボーリン
グ責任者

孔  口  標  高

総  掘  進  長
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エンジン

ハンマー
落下用具

ポ  ン  プ

B-1 36° 34’ 04.2000”

139° 59’ 00.3000”

113.65 m

9.45 m
0.00° 0.00°

栃木県宇都宮土木事務所 2009-08-01 ～ 2009-08-04
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112.65 1.00 1.00

盛土(礫混
りシルト)
(BS)

112.05 0.60 1.60

礫混り粘
土
(CH-G)

104.20 7.85 9.45

粘土混り
砂礫
(GS-C)

暗
褐

褐

褐

非
常
に
軟
ら
か
い

緩
い

粘性中位，含水多い
φ2～50mm程度の亜円礫を混入す
る
全体に細砂～中砂を混入する

粘性大きい，含水多い
GL-1.0～1.3mの間，淡褐色を呈す
φ2～20mm程度の円礫，砂，軽石
を混入する
φ2～50mmr程度の円～亜円礫主
体
礫間は粗砂および粘土にて充填さ
れる

GL-2.0～4.0mの間，孔壁の崩壊が
みられる
GL-2.3m付近，薄層状に細砂を挟
む
GL-2.7m以深，φ75mm程度の礫
を点在し，風化礫(クサリ礫）を混
入する
GL-4.8m以深，粘土を多く混入す
る
GL-6.5m以深，推定礫径
φ100～200mm程度の玉石を多く
混入する
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